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風車ブレード部材は、日光、落雷、雨等に晒され様々な不良現象が生じます。洋上風力の増加
や大型化により問題視されているのが「レイン・エロージョン」です。これは、高速回転するブ
レードが雨滴と衝突し、表面が削られる現象（浸食）で、ブレード保護材の施工による抑止が世
界的なトレンドです。一方で本現象の進行メカニズムは詳細不明で、よい保護材を開発する上で
の指針がありませんでした。本研究では、本現象の進行メカニズムを段階ごとに明らかにするこ
とで、改善指針を与えることができ、統一的に保護材を評価可能な手法の確立を目指します。

研究内容

背景・目的

結果・まとめ

令和７年度 試験研究概要

レイン・エロージョンの進行メカニズムを
明らかにするため、硬さの異なる複数の保護
材樹脂試験片について、レイン・エロージョ
ンの進行段階に関連する材料の物性値を取得
するとともに、進行メカニズムについての検
討を行いました。

3段階の硬さが異なる試験片を用いて、レ
イン・エロージョンに近しい変形度合いと考
えられる物性試験を行い、試験片の各種物性
値を取得できました。来年度は水滴衝突の変
形速度を考慮した物性値を追加取得し、各物
性値の変化による耐エロージョン性の変化に
ついてシミュレーションにより検証します。

研究期間：令和７～９年度

図１ レイン・エロージョンと再現試験

図４ 樹脂材料の応力ひずみ曲線の
模式図とレイン・エロージョンの

変形度合い
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図２ 各種物性試験の模式図

図３ 各種物性試験結果
（赤字が良い結果）
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